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【検討委員会】

第1回検討委員会（検討内容）

検討委員
分野 所属 講師名

全国的な農業・食品業の支援 食と農研究所 代表 加藤 寛昭（座長）
全国的な農業・食品業の支援 株式会社K3ロジスティクス 代表取締役 四本 和臣
全国的な組織化運営 東京大学農学生命科学研究科海洋アライアンス 特任研究員

株式会社アイファイ 代表取締役 
千田 良仁

労務管理 キリン社会保険労務士事務所 入来院 重宏
（敬称略）

議事次第
日時：平成26年6月17日（火）14：00～16：00
会場：パソナグループ本部（東京）

1．開会
2．事業管理責任者代理（株式会社パソナ農援隊 取締役 根本恵介）より挨拶
1パソナ農援隊の紹介と担当者の紹介

3．会議参加者紹介
1各検討委員のご紹介
2農林水産省担当者のご紹介

4．議事
1全体的な事業概要の説明
2全国推進事業の概要と状況の説明
3地区推進事業の概要と状況の説明
4全国推進事業の施策についての検討（全体のスケジュール検討）
5第1回全国会議（キックオフ会議）の検討
・パネルディスカッションの検討
・地区推進セミナーの検討
・チラシの確認（告知の御願い）

5．その他、共有事項・連絡事項
1WEBの方向性検討
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第2回検討委員会（検討内容）

検討委員
分野 所属 講師名

全国的な農業・食品業の支援 食と農研究所 代表 加藤 寛昭（座長）
全国的な農業・食品業の支援 株式会社K3ロジスティクス 代表取締役 四本 和臣

全国的な組織化運営 東京大学農学生命科学研究科海洋アライアンス 特任研究員
株式会社アイファイ 代表取締役 千田 良仁

（敬称略）

議事次第
日時：2014年9月25日（木）14時30分～（予定）16時30分
場所：パソナグループ本部ビル B1階Aルーム（〒100-8228 東京都千代田区大手町2-6-4）

次第
1　開会挨拶
1本日のご出席者紹介

2　議事
1地区推進事業者の状況報告
2全国推進状況報告
事業目的の確認および目標達成のための方策
（チラシ、WEB状況、今後のスケジュール、成果物の確認）
3ブロック会議について
開催場所、時期、プログラム

4育成手法の検討について
3　閉会
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第2回検討委員会（検討内容）第3回検討委員会（検討内容）

検討委員
分野 所属 講師名

全国的な農業・食品業の支援 食と農研究所 代表 加藤 寛昭（座長）
全国的な農業・食品業の支援 株式会社K3ロジスティクス 代表取締役 四本 和臣
全国的な組織化運営 一般財団法人食品産業センター 振興部 二瓶 徹

全国的な組織化運営 東京大学農学生命科学研究科海洋アライアンス 特任研究員
株式会社アイファイ 代表取締役 千田 良仁

労務管理 キリン社会保険労務士事務所 入来院 重宏
（敬称略）

議事次第
日時：2015年1月7日（水）14時00分～16時30分（予定）
場所：パソナグループ本部ビル 9階 多目的室9Gルーム（東京都千代田区大手町2-6-4）

次第
1　開会挨拶・議事次第説明
1本日のご出席者紹介

2　議事
1ブロック会議の開催状況について
2新農業人フェアの出展状況について
3地区推進事業者の状況について
4全国推進事業の状況について（WEB・制作物・ツール等について）
5最終報告会議（仮称）の開催内容について
6最終報告書（仮称）の内容について
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【全国会議・ブロック会議】

第1回全国会議「キックオフミーティング」（実施状況）

第1回全国会議　参加者
農水省関係者：14名 地区推進：26名 検討委員：5名 取材枠：4名
一般参加者：39名（企業14名、官公庁・自治体3名、社団法人・NPO3名、その他9名） 合計88名

式次第
日　時：平成26年7月4日（金）第一部13：30～15：00／第二部15：10～17：00
会　場：株式会社パソナグループ 8階

【第一部】キックオフミーティング
1　開会
2　挨拶
農林水産大臣政務官　小里 泰弘
株式会社パソナ農援隊 代表取締役社長　田中 康輔

3　講演　「我が国農業をめぐる情勢と援農組織に対する期待について」
農林水産省生産局農産部技術普及課　佐藤 京子

4　パネルディスカッション　「援農隊の可能性について」
食と農研究所 代表　加藤 寛昭
NPO法人 南アルプスファームフィールドトリップ 理事長　小野 隆
NPO法人 生涯の地域活動支援の会 アツマールぎふ 理事長　池田 浩一
西宇和農業協同組合 営農指導部 課長　菊池 文雄（八西地域農業振興協議会）

【第二部】援農隊マッチング支援事業推進セミナー
1　全国推進事業の紹介
株式会社パソナ農援隊　岩澤 啓之

2　各事業者による地区推進事業の紹介
NPO法人 ほかげ
農業生産法人 あすファーム松島
柏農えん 有限責任事業組合
長野県
NPO法人 南アルプスファームフィールドトリップ
とぴあ浜松 農業協同組合
NPO法人 生涯地域活動支援の会 アツマールぎふ
大阪府
NPO法人農楽マッチ勉強会
兵庫県
徳島県（鳴門藍住農業支援センター、阿南農業支援センター、徳島農業支援センター）
八西地域農業振興協議会
長崎県
（全13地域15団体）

3　講演　「農業の労務管理のポイント」
キリン社会保険労務士事務所 所長　入来院 重宏

4　閉会
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ブロック会議　開催報告

開催地域：仙台
日 程 12月11日（木）
時 間 13：30～16：30
会 場 TKP仙台カンファレンスセンター 4階 ホール4A

会場住所 宮城県仙台市青葉区花京院1丁目2-3 
ソララガーデン

開催地域：東京
日 程 12月3日（水）
時 間 13：30～16：30

会 場 パソナグループ本部 
1階 多目的ホールC

会場住所 東京都千代田区大手町2-6-4

開催地域：長崎
日 程 11月28日（金）
時 間 13：30～16：30

会 場 長崎西彼農業協同組合（JA長崎せいひ）
本店 5階大会議室502

会場住所 長崎県長崎市元船町5-1

開催地域：大阪
日 程 11月14日（金）
時 間 13：30～16：30

会 場 大阪・パソナグループビル
4階 研修室4A

会場住所 大阪府大阪市中央区淡路町4-2-15

プログラム案
13：00 開場・受付開始
13：30 ブロック会議開会
 開会挨拶
 プログラム説明
13：40 参加者の紹介（自己紹介）
14：00 全国推進からの報告
 （ホームページ、チラシ、各種フォーマット、ガイドブック等について）
14：20 地区推進事業の報告（参加地域以外の状況を中心に）
14：50 グループワーク
 『援農隊を推進し産地活性化に結び付ける為に』
 ①現状（課題、取り組）の共有・分析
 ②課題解決策・事業の推進の検討
 ③援農隊の仕組みを活用した産地活性化の方策の検討
16：20 閉会の挨拶
 アンケート記入
16：30 閉会の挨拶
17：00 開場退出
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ブロック会議　大阪（実施状況・アンケート結果）

平成26年度 援農隊マッチング支援事業 ブロック会議　参加者名簿
【開催地域】 大阪
【日　　程】 11月14日（金）
【時　　間】 13：30～16：30（受付13：00～）
【会　　場】 大阪・パソナグループビル 4階 研修室4A
【会場住所】 大阪府大阪市中央区淡路町4-2-15

講師（検討委員）：2名
分野 所属 講師名

全国的な農業・食品業の支援 食と農研究所 代表 加藤 寛昭（座長）
全国的な農業・食品業の支援 株式会社K3ロジスティクス 代表取締役 四本 和臣

（敬称略）
農林水産省・農政局：7名

地区推進事業者：8名（ NPO法人 アツマールぎふ、徳島県 阿南農業支援センター、とぴあ浜松農業協同組合 営農指導課、 
NPO法人農楽マッチ勉強会、兵庫県）

実施状況
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アンケート結果
問1　会議にはどのような目的で参加しましたか？
●  他の地区は今どのように取り組んでおられるかを聞いて、自分たちの組織に活かしていくために参加しました。
●  他の地区における取り組み情報の収集
●  効果的な事業の推進方法
●  援農隊事業について、他のブロックの方々のとり組み等について勉強させていただきたいと思いました。色んな方面から
のアプローチがあると思います。

●  各地での活動の課題を共有し、当地とのギャップや今まで気づいてなかった新たな課題を明らかにする
●  情報交換
●  各地域の取り組みについて、自らの活動の役に立てたく思います
●  よばれて
●  援農事業に取組む各団体との情報交換
●  事業の展開状況を確認するため（課題、それに対する対策等）

問2　会議ではどのようなことを得ることができましたか？
●  農協さんの仕事内容がわかりやすく、今後は地元のJAさんと連携していきたいです。
●  課題がみなさん同じものばかりだったので、自分たちも課題解決に向けていっそう努力をしようと思いました。
●  各地区推進事業体の課題やその方策について、勉強になりました。今後の取り組みの参考にしていきたいと思います。
●  人と人との交流、支援する方される方もですが、マッチングさせていただく私たちも足を運んで現状を知る事が大切と感
じました。

●  事業実地体の方が「『援農隊』とは何か、何をもって援農隊の組織化といえるのか。」ということを考えていること。（理解で
きていないこと＝難しい）きちんと説明ができていないといけないと感じた。

●  援農隊の継続的な活動に向けた課題を新たに把握し、今後の活動に反映させいていく。
●  具体的に皆さんの活動状況を知ることができ、自分たちの活動に役立つ内容が多々ありました。
●  色々な事業者がいると思った
●  課題の把握と解決策　今後の事業のすすめ方のヒント
●  浜松とぴあ：実際に取り組んでいる人からの活しで具体であった。①行政・JAの関係者だけでなく受け入側の農参加させ
ている。②援農隊事業をいかに自立させるかが課題　事業展開に関しての向きであるか、考えられる対策はどんなものが
あるのかを聞くことができた

問3　援農隊マッチング支援事業を進めていく上でどのような支援があるといいですか？
●  とにかく1つのNPO団体でできることよりも、「国が支援」していることの方が地域の人の信頼度がかなり高く、国とし
てPRを進めていただければ、それに関連づけていけると思います。

●  現地研修の実施。
●  この様な交流も含めて他の地区の方のとり組みの成果等をお知らせいただきたいです。
●  全国的な活動。さらなる共有。現地を見に行けるとさらにイメージしやすい。
●  個別の問題を解決してもらう為、適時個別の指導を頂ければ幸いです。
●  人材についての法的な制約などがある場合がありますのでそういう情報が交換できればよい
●  農家の個別情報（作物別）
●  全国で同様の事業に取り組む団体の情報案内
●  援農者向けの宿泊施設…域内に宿泊施設がなく他地区からの援農者を送り込めない為。

問4　感想・ご要望など
●  先のことを真剣に考えておられる方々とお話しできてとても勉強になりました。
●  取り組みへの課題や方策について共有できました。
●  はじめは何をするのか不安でしたが、他の地区の方々と話し合えて、大変参考になった。
●  今後の活動の継続と、参同者の増加、拡大を進めていきたいと思います。
●  自分のところの取り組みが遅れていると感じた
●  ありがとうございました。
●  今回の討議内容を他の地域の人に聞かせたい（情報共有）
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ブロック会議　長崎（実施状況・アンケート結果）

平成26年度 援農隊マッチング支援事業 ブロック会議　参加者名簿
【開催地域】 長崎
【日　　程】 11月28日（金）
【時　　間】 13：30～16：30（受付13：00～）
【会　　場】 長崎西彼農業協同組合（JA長崎せいひ） 本店 5階 大会議室502
【会場住所】 長崎県長崎市元船町5-1

講師（検討委員）：2名
分野 所属 講師名

全国的な農業・食品業の支援 食と農研究所 代表 加藤 寛昭（座長）
全国的な農業・食品業の支援 株式会社K3ロジスティクス 代表取締役 四本 和臣

（敬称略）
農林水産省・農政局：2名

地区推進事業者、関係者：28名（ JAにしうわ 営農指導部農家支援課、愛媛県 南予地方局八幡浜支局地域農業室、 
愛媛県 南予地方局八幡浜支局、沖縄畑人くらぶ、徳島県 鳴門藍住農業支援センター、 
徳島県 徳島農業支援センター、長崎県農業協同組合中央会、長崎西彼農業協同組合、 
長崎県央農業協同組合、島原雲仙農業協同組合、ごとう農業協同組合、壱岐市農業協同組合、 
長崎県県央振興局、長崎県島原振興局、長崎県県北振興局、長崎県五島振興局、長崎県壱岐振興局、 
長崎県対馬振興局、長崎県農業経営課）

実施状況
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アンケート結果
問1　会議にはどのような目的で参加しましたか？
●  島原地域で労力支援の方法について検討していますので有益情報を得たいと思って参加しました。
●  援農隊マッチング支援事業について他の所の意見を聞きにきた。
●  労力支援の事例情報を得たかった。
●  文書で案内があり、参加をすすめられてから
●  他県の実施状況を知るため
●  労力支援事業に関する情報収集。
●〃（労力支援に関する）課題解決のヒントにしたい。
●  他の地区の実態を知るため
●  園芸部門で労力システムが新たに始動する中（11／1～）、他県、他地区の先進事例をぜひ参考にしたいと思ったため。
●  他地域の様子、取りくみについて学びたかったので。
●  労力支援事業を行う上で、今後の参考と自分の勉強のため。
●  他県の事例確認（他県の課題にどのように対応しているのか）
●  労力（外部）確保に向けた新たな取組み等に関する知見の取得
●  事例収集
●  労力確保対策としてシルバー人材センターとの連携を計画したが、労力としては不十分、他の確保対策を知るために情報
収集の目的で参加しました。

●  事業をすすめる上での課題解決の見本とさせて頂きたく、思い。
●  担当地域における労力支援の在り方、手法等の参考とするため
●  マッチング支援事業に関する業務をしているたけ、他県の取り組みを勉強したくて
●  他県の優良事例情報の収集、他県及びパソナの援農関連情報の収集
●  参考にできる他県の優良事例情報の収集、他県及びパソナの援農関連情報の収集
●  参考にできる他県の優良事例情報の収集、他県及びパソナの援農関連情報の収集

問2　会議ではどのようなことを得ることができましたか？
●  他県の取り組みが参考になりました。ボランティアなど
●  アルバイトの利用、空家の利用など色々と勉強になりました。
●  全国の取組み事例の情報
●  九州以外の人の意見を聞く事が出来た
●  直面している内容はどこも同じ内容であることが確認できました
●  ボランティアや学生を活用する手法と課題について学べた
●  他地区における問題点・課題点
●  県内ではまだ事例のない他県のとりくみがとても参考になり、そこでの現状の話を実際に聞く事ができてよかった。
●  色々と有意義でした。
●  他地域の課題に共通点があって勉強になった。
●  他県の事例、特にアルバイト、ボランティア活用事例。
●  自分と同じ意見や、その他いろんな意見を聞く事で、広い視野で今後の事、仕事に役立てればと思う。
●  課題、問題に対する体系立った整理が、まだまだ必要だということを再認識
●  労力の確保に向けた情報発信の手法、確保の手段の取組　など
●  PRが必要
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●  他地域の取り組み事例アルバイトをシャトルバスで運んでいるなど　次年取り組みを考えている活動を実際に行ってい
る地域があった。

●  他地区の事例
●  援農者への必要な支援、PRの重要性等
●  同じような課題での悩み、様々な対策をされているので、活動のヒントをいただけた
●  援農者確保方法等の諸課題の共有（解決策のひらめきには至らず）
●  地区ごとに事業の進捗状況が違い、当面の課題も異なっているため、西宇和で課題となっている宿泊施設関連で得る情報
がなかった。

●  グループワークによって、援農に対する関係者の考え方の違い、他組織の活動事例の収集

問3　援農隊マッチング支援事業を進めていく上でどのような支援があるといいですか？
●  継続した事業　行政主導の整備事業
●  農家の受入れ体制
●  働き手が求人情報を得る仕組み
●  求人の仕方を掘り下げる必要がある
●  行政からの支援（補助金）
●  事業運営にかかるコストと農家が支払える利用料とのギャップに対する一部助成
●  県の事業のけいぞく
●  雇用受け入れの環境整備に対する支援　例）援農者の交通、宿泊費、宿泊や地元店で使えるクーポン券　住み込み受入農家
の募集チラシ　空き家リスト作成……

●  PRをもっとしてほしいです。
●  Webサイト、楽しみです。
●  農作業のきついイメージふっしょく。受入側の安全管理体制の取組例紹介
●  支援者を集めるための施設、農家サイドの待遇の見直しが必要なため、支援者を招集した上での意見交換会。
●  請負方式でやる場合の農家との共同作業が不可という労働法上の問題クリア
●  環境整備に向けた支援（施設整備に対する一部助成など）
●  体制づくり
●  補助対象範囲の拡大。今の事業では方針を決めるまでのサポートはあるが、実際に取り組もうとすると全て自己負担とな
る。軌道に乗るまでは試行錯誤をくり返すことになるので、方法が安定するまでの経費を補助対象としてほしい

●  今回のような情報交換
●  取り組みがうまくいっている集団の成功事例のホームページ等での紹介（取り組みでの重要ポイント）、失敗事例とその原
因等含む）

●  視察先の紹介
●  ちょっとした相談ができる機関等の設置
●  宿泊施設の整備
●  システル運営に対する支援　農業以外の産業との連携
●  全国を行脚するアルバイターの組織化、データベース化、情報共有
●  事業取り組み地区のネットワークづくり
●  パソナによる全国の援農関係情報の開示
●  セキュリティーを伴う援農者情報の共有

問4　感想・ご要望など
●  大変参考になりました。
●  大変勉強になりました。ありがとうございました。
●  とても楽しかったです！
●  ボランティアという話が出たが、ボランティアが事故にあった場合の責任の所在は？というように全国レベルでも法的な
未整理部分は多い

●  他県のいろいろな事例を聞くことができました。ありがとうございました。
●  担当地域と同じような問題を持つ地域も多く、それでも様々な手法で積極的に継続されている点は参考になった。取り組
めそうな可能性があるものについては関係機関とともに積極的に取り組んでいきたいと思った。

●  グループワークの時間がもう少しほしかった。
●  大変勉強になりました。
●  グループワークの時間が短く、討議も一つの課題に絞られ、限定的。グループに分かれても討議の内容がほとんど同じ。
●  パソナへの要望：事業取り組みに限らず援農者の情報等の共有ができる体制整備
●  事業に取り組んでいる地区ごとの特色ある取り組みを収集できる、事業の進捗状況や援農に対する考え方に差があるた
め、100％の回答がない
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ブロック会議　東京（実施状況・アンケート結果）

平成26年度 援農隊マッチング支援事業 ブロック会議　参加者名簿
【開催地域】 東京
【日　　程】 12月3日（水）
【時　　間】 13：30～16：30（受付13：00～）
【会　　場】 パソナグループ本部 1階多目的ホールC
【会場住所】 東京都千代田区大手町2-6-4

講師（検討委員）：2名
分野 所属 講師名

一般社団法人 村楽 東 大史
労務管理 キリン社会保険労務士事務所 入来院 重宏

（敬称略）
農林水産省・農政局：5名

地区推進事業者：5名（ 長野県 農政部農業技術課、徳島県 阿南農業支援センター、柏農えん有限責任事業組合、 
NPO法人南アルプスファームフィールドトリップ）

実施状況

アンケート結果
問1　会議にはどのような目的で参加しましたか？
●  阿南農業支援センターは「阿南那賀地域の労力サポートシステムの確立」をテーマに援農隊マッチング支援事業に取り組
んでいる。ブロック会議には主担当者が大阪での会議に参加しているものの、より幅広い情報を得るため本ブロック会議
（東京）に参加したもの
●  他地域の情報収集

問2　会議ではどのようなことを得ることができましたか？
●  都市部では都市近郊での悩みがあることがよくわかりました。いい勉強になりました。
●  人材募集の難しさは、経済にある事を改めて実感した。

問3　援農隊マッチング支援事業を進めていく上でどのような支援があるといいですか？
●  体験ボランティアの支援でしょうか？ 地域の農業理解促進支援が重要かと
●  講師の無償派遣など

問4　感想・ご要望など
●  他の地域の方の声を聞くことがありがたかったです。
●  もう少し実りのあるワークショップだとうれしい
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ブロック会議　仙台（実施状況・アンケート結果）

平成26年度 援農隊マッチング支援事業 ブロック会議　参加者名簿
【開催地域】 仙台
【日　　程】 12月11日（木）
【時　　間】 13：30～16：30（受付13：00～）
【会　　場】 TKP仙台カンファレンスセンター 4階 ホール4A
【会場住所】 宮城県仙台市青葉区花京院1丁目2-3 ソララガーデン

講師（検討委員）：2名
分野 所属 講師名

全国的な農業・食品業の支援 食と農研究所 代表 加藤 寛昭（座長）

全国的な組織化運営 東京大学農学生命科学研究科海洋アライアンス 特任研究員
株式会社アイファイ 代表取締役 千田 良仁

（敬称略）
農林水産省・農政局：3名

地区推進事業者、関係者：5名（NPO法人ほかげ、株式会社あすファーム松島、株式会社プロジェクト地域活性）

来年度参画検討自治体：7名（ 山形県農林水産部園芸農業推進課、山形県東根市経済部農林課農政係、山形県寒河江市農林課、 
株式会社ネクスト・レボリューション）

実施状況
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アンケート結果
問1　会議にはどのような目的で参加しましたか？
●  来年度以降、県内で事業申請を推めるにあたり、現在実地されている方々の状況を聞いてみたかったから
●  農繫期における労働力の確保が本市農業においても急務となっているため、本年事業の概要を実際に事業を行っている
方々の声を聞けるということで参加しました。

●  さくらんぼの収穫時期の人手不足が深刻なため、解決策として勉強したいと思い参加しました。
●  現在、募集マッチングの段階で課題が出ているため、まずは課題解決の糸口をつかみたいとの目的。
●  今後取り組むべき内容として農業の人材バンクを整備すべきと前々から考えていたため
●  現在直面している問題に対し、どのような解決策があるか他の人の意見を聞きつつ見つけたい
●  援農隊に対して、どのような課題があるのか、解決策があるのか学ぶために参加した。
●  自分たちだけではまだ見えていない課題等を、他エリアの状況等を聞きながら、整理したい。
●  先進的な取組についての情報収集
●  本事業の有効な活用方法
●  さくらんぼの雇用確保に何かいいきっかけとなれば、と思い参加
●  事業についてのノウハウを研修するために参加
●  地区推進の事業主体として

問2　会議ではどのようなことを得ることができましたか？
●  これまで気が付いていなかったことを、話しをしているうちに気付かせてもらえた。ワークショップで話ができたことは
良かった。

●  松島町のあすファーム松島や、NPO法人ほかげなどつながりを持って今後何かあれば相談できると考えました。またター
ゲットのヒントを得ることができました。

●  大学生や自衛隊というターゲットも新たに加えたい。その他、将来の自立化に向けた課題等の共有。
●  今後事業展開するにあたっての心構えができました。
●  今後の課題を新たに見つけた
●  新たなターゲット層
●  見えていない新たな展開を見つけ出せた。ターゲット
●  取組の状況（他実施者）
●  本事業の活用できるツール
●  援農隊を募集するにあたっても、ターゲットをどこへむけるか、どのような方法で行うかが問題となる⇒それで効果的な
募集となるかが決まる。

●  実際に行っている方より話を聴く事ができて、大変参考になった
●  北海道と他地域の条件・状況が大きく違っているということ。援農以前の段階にいくつものヒントがあるといういこと

問3　援農隊マッチング支援事業を進めていく上でどのような支援があるといいですか？
●  組織づくりまでの支援に加え、実際に募集をかけて援農事業をすすめる初期段階まで含めた支援をお願いしたい。
●  受入側への支援、具体的には、例えば大学生の交通手段、シェアハウスの整備等について支援があればいいと思います。
●  援農隊の募集に関する、農水省からの支援。特にハローワーク等への同行など。
●  新しい形の新規就農、空き家屋を利用した転居・転職を支援し、総合的に農業振興が図られる内容
●  他の県での事例を教えてもらいたい　など
●  大学などの学生とのつながりがあるといいのかなと感じた。
●  全国の情報をもっと知りたい、その現場に行きたい。
●  始まったばかりの事業なので、活動している団体からの指導（今回のような研修会）や補助事業（補助金）についての具体的
な指導が欲しいと感じた。

●  計画推進の変更、修正をすることができる仕組

問4　感想・ご要望など
●  実際に事業を行ってる方々の声を聞くことができて、参考となりました。
●  今後こういった会議があればまた参加したいと思います。
●  当初考えていた「松島型援農モデル」が、事業を開始するまでに大きく変わってきてしまったため、初年度の事業であるの
で、もう少し挑戦的な取組みを支援頂けるとありがたいと思います。（例：企業へのアプローチなど）

●  急な参加申し込みでしたが、ありがとうございました。
●  大変勉強になりました。今後の参考にしたいと思います。
●  すでに援農について取り組んでいる先進事例の紹介をお願いしたい。
●  様々な先進事例を聞くことができ参考になりました。
●  グループワークと通して、気付いていくことが多く、参考になった。
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第2回全国会議「援農隊マッチングフェア」
援農隊マッチング支援事業報告会&援農交流会

第2回全国会議　参加者
農水省関係者：4名 地区推進：23名 検討委員：5名
一般参加者：48名（企業18名、官公庁・自治体6名、社団法人・NPO5名、その他19名） ゲスト：2名 合計44名

式次第
日　時：3月9日（月）13：00～18：00（受付開始12：30～）

第1部：13：00～15：45／第2部：16：00～18：00
会　場：パソナグループ本部ビル 8階ホール（東京都千代田区大手町2-6-4）

【第1部】事業報告会
1　開会
2　挨拶
農林水産省 生産局 農産部 技術普及課長　榊 浩行
株式会社パソナ農援隊 代表取締役社長　伊藤 真人

3　全国推進事業者からの報告（パソナ農援隊）
4　地区推進事業者からの報告（16地域）
①特定非営利活動法人ほかげ
②農業生産法人 株式会社あすファーム松島
③柏農えん有限責任事業組合
④長野県
⑤特定非営利活動法人 南アルプスファームフィールドトリップ
⑥とぴあ浜松農業協同組合
⑦特定非営利活動法人生涯の地域活動支援の会アツマールぎふ
⑧大阪府
⑨特定非営利活動法人 農楽マッチ勉強会
⑩兵庫県
⑪徳島県鳴門藍住農業支援センター
⑫徳島県阿南農業支援センター
⑬徳島県徳島農業支援センター
⑭西宇和みかん支援隊（八西地域農業振興協議会）
⑮長崎県
⑯沖縄畑人くらぶ

5　パネルディスカッション　『援農隊の更なる推進に向けて』
ファシリテーター：四本 和臣氏（検討委員）
西宇和みかん支援隊（八西地域農業振興協議会）　兵頭 洋仁氏
特定非営利活動法人ほかげ　野間 克実氏
沖縄畑人くらぶ　小泉 伸弥氏
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6　全体総括
加藤 寛昭氏（検討委員）

7　第1部閉会

【第2部】援農マッチング交流会
1　第2部開会
2　挨拶（パソナ農援隊）
3　パネルディスカッション　『援農で地域を元気に！』
ファシリテーター：千田 良仁氏（検討委員）
一般社団法人Vコミュニティ 代表理事　牛飼 勇太氏
田畑と森と海でつながる学生団体 代表　霜田 直人氏
特定非営利活動法人南アルプスファームフィールドトリップ　小野 隆氏
特定非営利活動法人農楽マッチ勉強会　山本文則氏
柏農えん有限責任事業組合　関根 勝敏氏

4　第2部閉会

実施状況
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◆平成26年度 農林水産省 援農隊マッチング支援事業 第2回全国会議第1部資料
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2015/3/17

NPO

6 71 48 27

援農隊マッチング支援事業 事業報告書 35

第2章　全国推進の取り組み

第
2
章



36 援農隊マッチング支援事業 事業報告書

第
2
章



JA

30

援農隊マッチング支援事業 事業報告書 37

第2章　全国推進の取り組み

第
2
章



( )

SC

SC

SC 20

17

14 5

SC

SC PR

SC

38 援農隊マッチング支援事業 事業報告書

第
2
章



◆平成26年度 農林水産省 援農隊マッチング支援事業 第2回全国会議第2部資料

一般
67%

地区
28%

事業
5%

◆回答者の割合

大変
満足した
63％

やや
満足した
32％

普通
5％

Q1 本日の援農隊マッチングフェア 
第1部はいかがでしたでしょうか？

大変
満足した
64%

やや
満足した
36%

 Q2 本日の援農隊マッチングフェア 
第2部はいかがでしたでしょうか？

やや
満足した
33%

大変
満足した
54%

普通
13%

 Q4 本日の援農隊マッチングフェア
全体の満足度はいかがでしたで
しょうか？

できなかった
6％

できた
27％

よくできた
27％

普通
33％

余り
できなかった

7％

 Q3 本日の援農隊マッチングフェア
でご参加された方と広くネット
ワークができたでしょうか？

アンケート結果

援農隊マッチング支援事業 事業報告書 39

第2章　全国推進の取り組み

第
2
章



問1　第1部における地区推進事業者様の発表で、印象に残った発表とその理由についてご記入ください。
NPO法人ほかげ
●  北海道ならではの取組みかも知れませんが、大学生とのネットワーク構築はとてもうらやましく拝聴させていただきまし
た。私達も地域を活かした対象者の絞込みも必要だと感じました
徳島県
●  細かいカリキュラムを組んで行っている点
長野県
●  社長が経営にかかわるすべてのことをやらないといけないため管理・総務などの面で企業の人材活用可能性を考えている
という話も、今後農業規模の拡大を考えている法人にとっては重要な視点だと感じたので来年度以降の取組みに注目した
いです。

●  目指す姿がしっかり整理されていた
西宇和みかん支援隊
●  研修、体験、バスでの送迎、宿泊手配など積極的に手を伸ばされ人の確保に組織化に取り組まれている先行事例に感じた。
●  様々な人脈や国事業を活用して多用な担い手を活用しようと積極的に取り組んでおられるお話が聞けて参考になった
●  長崎でも地域外からの労働力確保も含めて多様な支援者の確保が必要と考えるがすでにそれらの取組みを実施されてお
り、参考になる

●  援農者の能力面でのケア、農業者の求める人材マッチングについて
●  色々な取組みをされている、宿泊施設は重要だと思った
農業生産法人株式会社あすファーム松島
●  必要とされている人材の詳細を調べ上げ、足りない部分を研修で補うところ
南アルプスフィールドトリップ
●  農業検定という明確な資格基準に基づいて人材の価値を明確化しながら援農者を作ることはよいと思います。人材の実の
標準化は大きな課題ですので何らかの基準によって示すことが大切。

●  検定、子育てママ、マルシェなど若い人材を取り入れるためのキーワードがたくさん盛り込まれており、農業に多面的に関
ることのできる仕組みつくりをしている。有償スタッフは検定合格者のみという能力に対する評価が入るのは自信につな
がる。あとは農業者との交渉方法を知りたい。

●  援農検定の考え方が非常に興味深かった、習熟度を測ることは生産者・労働者の双方にとっても重要だと思います。

問2　援農隊マッチングフェアへのご意見・ご感想がございましたらご記入ください。
●  援農の取組みはまだまだこれからの仕事という感じがした。援農ボランティアを希望する若者が集められるか課題である
●  学生などの若い方の意見や農業を外からみた意見を聞けてよかった
●  学生の方の意見、とても刺激になりました、外部の方の意見はとても参考になります！
●  全国を移動しながら援農をしている人の意見を聞きたいと思っていたのでそうゆう団体の事例が聞けてよかった
●  第1部と第2部を分ける意味がよく分からないし、交流会は最後でいいと思います。個別ブースは敷居が高いです。第2部
のパネルディスカッション中に個別ブースの話声が丸き声なのはいかがなものかと思います。個別発表とパネルディス
カッションの内容は非常に参考になりました

●  大変いい活動だと思いました
●  大変参考になりました
●  他の事業者の活動をしり、学び、自身の事業推進に活かすことができるいいきっかけになると思います。
●  地区推進事業者の方々が即戦力としての援農要因を求めているのに対し、Vコミュニティさんや学生団体で組織されてい
る援農要因はなんとなく農業に興味をもっているような方々なので両者の援農という言葉のとらえ方にまだキャップがあ
るように感じました。今回の事業における援農という言葉の定義を最初にお示しいただけたらより助かったなと思います。

●  日本の未来⇒永続的発展に向けて1次2次3次産業すべては大切なもの、1次産業へのイメージをほかの産業に劣ること
の無いものにしたいと思います。今後も継続的に実施して欲しい。

●  農業に実際にやっている農業従事者をもっと集められるとよかったと思います。

問3　援農隊マッチング支援事業 地区推進事業者様へのご意見・ご感想がございましたらご記入ください。
●  援農者の組織化、受入体制の整備という難しい課題に取り組まれており、頭がさがる思いです。ご苦労も多いかと推察され
ますが、どうかがんばってください。

●  地元農業の人材不足という論点だけでなく、全国の農業という視野にたち、よりよい日本農業の未来を全員で作っていく
という思いの共有が必要であると思います、他見から若い人が学生として交流しているのが現状ですのでどの地域でも農
業者を育てて、どこでも働けるようにネットワークすることが大切だと思います。（就農に向けた社会機会を向上される）

●  それぞれの事業費の内訳を知りたい
●  地域ことに事業が異なるので苦労の内容も異なるとともに、逆に地域間で助け合える可能性があることが分かり大変参考
になりました。新しい発想で取り組んでおられるとところはとても刺激になりました。
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●  地域で援農の取組みを広げて欲しい
●  地区ごとに様々な取組みをされており、勉強することが多いです。共通課題も多く、援農者の取り合いになっているわけで
はなく、連携ができる可能性も高いことも知りました。北海道⇒愛媛⇒沖縄と動くアルバイター産の存在を知ったので時
期が合えば岐阜もと思います。

問4　援農隊マッチング支援事業 全国推進事業者へのご意見・ご感想がございましたらご記入ください。
●  援農は都市と農村、若者と農家をつなぎ、いわば農業活性化をさせる取組みだと思います、がんばってください
●  知らないうちに、パンフレットやポスターがどんどんできていてびっくりでした。少人数で全国推進をされていると勝手
に思っていたので仕事がすごいです。これからもがんばってください

●  全国農楽修行の企画はいかがでしょうか。都市部より全国各地を本事業を通じてルートを作り東京の学生などを地域に農
業研修させるなどを行って、若者の視野を広げる、東京に状況している若者を地域に帰すこともできるかも？

●  全国の先進事例の詳細を知ることができ大変参考になりました
●  全国を回るアバターのネットワーク化
●  全国を渡り歩く援農アルバイターのネットワーク化や三置換の連携の仕組みつくりは全国推進事業者の立場でなければ
できない取組みだとおもう

●  提出して欲しい内容をフォーマット化してそれに記入する形にしていただけると提出しやすいです
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【新・農業人フェア出展】

新・農業人フェア　12月（実施状況）

2014年12月20日（土）　東京開催　IN 池袋サンシャイン
来場者数 1,347名
参加情報 パソナ農援隊（就農相談）／援農隊マッチング新事業者　2ブースにて参加
訪問人数 パソナ農援隊：25名（うち情報取得23名）／援農隊：20名（うち情報取得17名）

ブース来場者特徴
平均年齢 26歳（20～63歳）
男女比率 男性8：女性2
●農業に興味があるが何からやったらいいのかわらない
●援農に興味がある
●農業で働きたい
●何か情報がほしい

新・農業人フェア　2月（実施状況）

2015年2月8日（日）　東京開催　IN 東京国際フォーラム
来場者数 1,780名
参加情報 パソナ農援隊（就農相談）／援農隊マッチング新事業者　2ブースにて参加
訪問人数 パソナ農援隊 14名（うち情報取得13名）／援農隊：約100名（うち情報取得8名）

ブース来場者
平均年齢 34歳（20～63歳）
男女比率 男性6：女性4
●3月9日のイベント集客のためチラシ配布を中心に実施
●チラシ470部配布できた
●農業について漠然と考えている方が多く情報収集に来た形の人が多かった。
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【事業推進ツール】
●第1回全国会議ポスター
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●第1回全国会議チラシ
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●事業PRポスター
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●事業概要パンフレット
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●WEBページ
http://www.pasona-nouentai.co.jp/ennoutai/
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●援農者求人票フォーマット
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●援農求職票フォーマット
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●援農者雇用契約書フォーマット
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●援農作業受委託契約書フォーマット

●援農隊育成カリキュラムモデル（初心者編）
初めて援農を行う人向けの研修カリキュラムモデル。農業や援農に関する関心を高めるとともに、農家で安全に農作
業を行うための最低限のポイントをつかむためのカリキュラムです。

No 分野 テーマ 内容 時間 ねらい

1

農業・援農に
ついて

日本の農業について 日本の農業をとりまく
状況・課題等について 0.5 農業界全体ついて知り問題意識を高める

2 地域の農業について 地域の農業をとりまく
状況・課題等について 0.5 地域農業について理解を深める

3 援農について 援農の必要性、援農という
働き方について 0.5 援農の必要性・効果について理解をする

4

農家・道具に
ついて

農家・作物について 農家や作物について 0.5 援農に入る農家の特性や
作物の特色について理解を深める

5 道具・機械について 援農に使う道具・機械について 0.5 道具・機関の基本的な知識をみにつける

6 資材・肥料・農薬等に
ついて

援農に関わる
資材・肥料・農薬について 0.5 資材・肥料・農薬について

基本的な知識を身につける

7 農業の用語・単位に
ついて

農業で使われる
用語・単位について 0.25 農家特有の用語・単位について知る

8

援農の働き方に
ついて

指示の受け方に
ついて

農家とのコミュニケーション、
報告・連絡・相談について 0.25 農家とのコミュニケーションのポイント・注意点について知る

9 作業の仕方について 体の使い方、ペース配分について 0.25 仕事として継続するために安全な体の使い方・ペース配分のポイントを知る
10 安全管理について 援農における安全管理について 0.5 安全管理の重要性を理解する

11 労務管理について 援農における
勤務管理・時間管理について 0.25 勤務管理・時間管理の方法について説明する

12 現場研修 現場研修 道具・機械の使い方、体の使い方、
作物の扱い方、安全確保の仕方 2.5 上記、座学研修のポイントを

現場（農場）で実践し体験して学ぶ
計 7
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●【援農希望者向け】～ハンドブック～
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●【援農者受け入れ農家向け】～ハンドブック～
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